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Fig. 1. Chromosome number comparison diagram. A: Diploid number newly 
clarified moths. B: Haploid number hitherto known moths (after ROBINSON, 
1971, etc.). 


1. この 方 法 に よる 染色 体 数 は 体 細胞 分 裂 に よる 倍数 (diploid number) で ある が , 2n 三 62 の も の 
が 約 半 分 を 占め , これ を 越え る 数 の も の は 非常 に 少な い . グラ フ に 示す 如く , この 染色 体 数 分 布 の 傾向 
は 従来 世界 各地 か ら 報 告 さ れ た 計 約 300 種 の 峨 類 染色 体 数 (半数 , haploid number) の 分 布 と よく 一 
致す る . 

2. ベン ド 染 色 は 未だ 十分 に 良好 な 結果 を 得る に 至っ て いな い . と と で は カイ コ , クワ ゴ , イチ モン 
ジ セ セリ の 各 G- バ ンド , お よび スギ ドク ガ の C- バ ンド を スラ イド で 示し た . 

3. 未 交尾 ? の 産 付 し た 無精 卵 お よび を 開腹 し て 採取 し た 成熟 卵 か ら は , 高温 処理 に より 単 為 発 
生 さ せ て , 環状 な いし 鎖 状 に 配列 し た 半数 染色 体 が 観 窪 され た . 


21. ギフ チョ ウ の 遺伝 する 1 つの 形質 に つい て 西 田 真也 (東海 ) 
ギフ チュ ョ ウッ ウ は 本 州 に お いて は 比較 的 広い 分 布 を 示し て いる の に , 各地 の 羽化 の 始ま る 日 を 結ん で 「 ギ 
フチ ョ ウ 前 線 」 な る も の を 作る と すれ ば , 桜 前 線 や モン シロ チョ ウッ 前線 と は か な り 異 な っ た 形 と な る . 
すなわち 日 本 で 一 番 早 く 羽 化 の 始ま る の は 岐阜 県 掛 斐 郡 谷 小村 や 岐阜 市 な と 東 海 地方 南西 部 で , 次 い 
で 静岡 , そし て 富山 か ら 福 井 に か け て の 北陸 地方 が 意外 に 早く , その 後 は 関西 , 中 国 そ し て 東北 地方 と 
続き , 5 月 下旬 に 一 部 の 豪雪 地方 や 岐阜 県 の 表 日 本 と 裏 日 本 と の 分 水 嶺 付近 が 最後 と な る . 

筆者 は この 10 年 余り ギフ チュ ウ を 飼育 し て いる が , 顕 の 管理 は 素 焼 の 植木 鉢 に 水 苔 を 入れ , その 中 
に 包ん で 夏 か ら 冬 に か け て は 庭 の 木陰 に 放置 し , 毎年 4 月 1 日 に 暖房 を せ ず , また カー テン を 引い て 暗 
く し た 室内 に 移す と いう 形 を と っ て いる . 

こら し て 毎年 各 産 地 の ギ フチ ュ ョ ウッ が 羽化 する 日 と 頭数 , 性 別 を 調べ て みる と , ほほ 毎年 羽化 し て くる 
時 期 は 産地 に よっ て 固定 され て お り , これ は お お むね 下記 の 3 通り に 分 ける こと が で きる こと に 気 が つ 
いた . 

⑪ 早い . (この 場合 ギフ チョ ウッ は 現地 で は ソ メ イ ョ シノ の 開花 より ゃ も 早い 時 期 に 羽化 する .) 

これ に 該当 する 地域 は 岐阜 市 付近 と 北陸 地方 . 

(ij) 普通 . ( ソ メ イ ョ ン ノ の 開花 と ほぼ 一 致 .) ⑪, (i) 以外 の 地 . 

(Gi) 遅い . ( ソ メ イ ョ ン ノ が 散っ た 後に 羽化 する .) 

これ に 該当 する 地域 は 筆者 の 知る 限り で は , 前 記 岐 阜 県 の 極 く 一 部 の 主として 湿原 に 生息 する ギフ チ 
ョ ウ の み で , 豪雪 地方 の ギフ チョ ウ は むし ろ 早 い 方 に 属す る . 

以上 の 事実 は ,「 ギ フチ ョ ウッ 前 線 」 が モン シロ チョ ウ や 桜の それ と は か な り 異 な る こと を , 明快 に 説 
明 し て いる と 思わ れる . 
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さら に ⑮⑩ Gi) の 区 分 は 累代 飼育 を 続け て も 変化 し な いと 考え て いる が , 調査 で きる 年 数 に は 限り 
が あり , 特に (j① の 中 で は 多分 に 連続 的 な 変異 が ある た め , 試み に 早い タイ プ の ざ (岐阜 市 ) と 遅い 
〒 (岐阜 県 大 野 郡 ) と を 交配 させ て みた . 

この F, は 両者 の 中 間 の 時 期 に , か つ 比 較 的 ダラ ダラ と づ ? が や や 入り 混 っ て 羽化 し て きた -. 

この Fr の うち , 数 組 の 交配 を し た が 何故 か 生育 が 悪く , 羽化 に 至っ た の は 1 組 の み で あっ た が , F。 
は 明らか に 早い , 普通 , 遅い の 3 つ に 別れ て 羽化 が 行わ れ た . 

この Fs の 羽化 率 が 低かっ た た め , 定量 的 な 点 は 究明 で き な か っ た が , 定性 的 に 見 れ ば スン デル の 不 
完全 優性 と 似 通 よ っ た 結果 が 得 ら れ た . 

も ちろ ん これ ら は 単純 に 1 組 の 遺伝 子 か ら 成 り 立 っ て いる と は 考え られ な い が , いずれ に せよ 各地 域 
の 羽化 期 は 斑紋 に 表 わ れ て いる の と は 別 の 地方 変異 が , 遺伝 形質 と し て 固定 され て いる こと は ほぼ 間 違 
いな いと 考え て いる . 

な おお, この 羽化 期 の 地方 変異 は マク ロ 的 に 見 れ ば その 地 の 食 草 と な っ て いる カン アオ イ 類 の 発芽 と 一 
致し て いる . し か し , 中 に は 必ず し ゃ そう な っ て いな い 産 地 も あり , これ ら も 含め さら に 調査 を 継続 し 
て 行き た いと 思っ て いる . 





【 訂 正 】「 忠 と 昌 」Vol. 33, No. 1 & 2 (1982) に 下記 の 誤り が ある の で 訂正 する 
D. 36, Fig. 3 
4 の グラ フ の 種 名 と うぅ う の グラ フン の それ と を 入替 える . 
4 の 種 名 smaragdinus ( 誤 )- っ brillantinus ( 正 ) 
う の 種 名 brillantinus ( 誤 ) 一 smaragdinus ( 正 ) 
(江田 信 豊 ) 


[ERRATA] Ty6 to Ga Vol. 33, No. 1 & 2 (1982) 
D. 36, Fig. 3 
graph 4 For smaragdinus read brillantinus 


graph 5 For brillantinus Tead smaragdinus 
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